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「待

っ
て
た
春
が
来
た
」

写
真
提
供

¨
美
術
会
　
細
谷
　
雅
男

今
過
ぎ
行
く
こ
の
一
刻

・
一
刻
を
有
効
に

習
志
野
市
芸
術
文
化
協
会
副
会
長

杉
田
　
英
男

今
年
は
新
年
早
々
に
、
大
地
震
や

航
空
機
事
故
、
さ
ら
に
大
雪
等
と
災

害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

助
け
合
い
な
が
ら
の
生
活
で
心
身
と

も
に
疲
れ
果
て
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
一刻
も
早
く
い
つ
も
の
生
活
に
戻

れ
る
事
を
願
う
ば
か
り
で
す
。
仲
間

た
ち
と
話
し
、
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば

良
い
と
思
い
ま
せ
ん
が
、
習
志
野
に
住

み
平
穏
な
暮
ら
し
が
で
き
感
謝

・
・

感
謝
で
す
。

さ
て
習
志
野
市
芸
術
文
化
協
会

も
平
成
二
十
三
年
で
は
二
十
四
連
盟

百
四
十
五
団
体
、
七
千
四
百
五
十
名

の
会
員
の
方
々
が
お
り
ま
し
た
が
、
令

和
五
年
で
は
、
二
十
一連
盟
九
十
八
団

体
、
三
千
八
百
七
一名
に
な
り
ま
し
た
。

文
化
、
芸
術
を
掲
げ
る
習
志
野
市

に
と
っ
て
も
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
で
す
。

昨
年
は
一団
体
三
十
一名
の
入
会
者

が
で
き
嬉
し
い
限
り
で
す
。

退
会
の
原
因
と
し
て
は
、
皆
さ
ん
歳

「
と
し
」
を
重
ね
た
り
、
発
表
の
場

の
変
化
な
ど
が
原
因
か
も
？
芸
文
協

に
も
伝
統
文
化
を
受
け
継
い
だ
団
体

が
沢
山
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
期
待

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

御
多
分
に
漏
れ
ず
我
が
洋
画
サ
ー

ク
ル
も
全
員
が
八
十
歳
に
な
り
ま
し
．

た
。
め
で
た
い
か
ぎ
り
で
す
。
同
じ
モ

チ
ー
フ
を
描
い
て
も
皆
さ
ん
異
な
る

絵
に
な
り
ま
す
、
そ
れ
が
面
白
い
。

芸
文
協
の
春
に
は
芸
術
祭
、
秋
に

は
文
化
祭
が
あ
り
ま
す
の
で
作
品
発

表
の
場
が
で
き
励
み
に
な
り
ま
す
。

家
の
中
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
て
は
心

身
と
も
に
老
け
て
し
ま
い
ま
す
。
何
か

の
趣
味
を
持
ち
家
族
以
外
の
ひ
と
と

話
す
こ
と
が
健
康
の
元
と
聞
き
ま
す
。

私
は
毎
日
散
歩
に
も
出
か
け
ま
す
。

道
を
歩
き
、
上
を
見
れ
ば
椿
、
下
を

向
け
ば
パ
ン
ジ
ー
な
ど
絵
に
し
た
ら
面

白
い
だ
ろ
う
な
と
色
々
感
じ
な
が
ら
、

ま
た
近
く
に
は
自
衛
隊
の
演
習
場
が

有
り
薮
の
中
で
ウ
グ
イ
ス
の
声
も
間

け
る
。
ウ
グ
イ
ス
も
練
習
し
な
い
と
あ
の

美
し
い
さ
え
ず
り
出
来
な
い
そ
う

な

。
・
・
。
声
は
す
る
け
ど
姿
は
見

え
ず
、
姿
は
上
の
写
真
か
と
思
い
き

や
此
れ
は
メ
ジ
ロ
だ
そ
う
な
。
聞
か

な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
で
す
ね
。
芸

文
協
行
事
は
他
に
も
あ
り
ま
す
。
視

察
研
修
旅
行
や
新
年
会
員
交
流
会
な

ど
、
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
な
が
ら

文
化
芸
術
を
語
り
合
っ
て
行
け
た
ら

幸
せ
で
す
。
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受
賞
の
喜
び

教
育
功
労
賞
者
顕
彰
　
感
謝
状

習
志
野
市
芸
術
文
化
協
会

副
会
長
　
杉
田
　
英
男

習
志
野
市
芸
術
文
化
協
会
に
お

世
話
に
な
り
、
十
年
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
度
習
志
野
市
教
育
功
労
者

顕
彰
で
感
謝
状
を
頂
き
、
身
に
余

る
光
栄
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
感
激

を
胸
に
芸
文
協
を
更
に
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

習
志
野
市
美
術
会
の
役
員
も
仰

せ
つ
か
っ
て
お
り
、
昨
年
度
は
第

二
十
回
記
念
市
展
を
開
催
　
受
賞

者
展
を
習
志
野
市
役
所
展
示
ス
ペ
ー

ス
で
行
い
好
評
を
頂
き
ま
し
た
。

今
年
度
も
モ
リ
シ
ア
ホ
ー
ル
四
階

で
行
い
ま
す
が
、
来
年
度
は
モ
リ
シ

ア
ホ
ー
ル
が
使
用
出
来
な
い
よ
う
で

す
の
で
、
良
い
場
所
の
選
定
を
し
っ

か
り
と
し
、
習
志
野
市
の
文
化
芸

術
を
し
っ
か
り
と
発
信
し
て
い
け
た

ら
幸
い
で
す
。

令
和
五
年
度
事
業
報
告

＊
第
二
十
九
回
芸
術
祭

四
月
十
四
。十
五
・十
六
日

会
場

。
習
志
野
市
民
ホ
ー
ル

・
モ
リ
シ
ア
ホ
ー
ル

・
モ
リ
シ
ア
津
田
沼

一
階

＊
習
志
野
市
芸
術
文
化
協
会
通
常
総
会

五
月
十
六
日

＊
市
展
九
月
十
四
日
～
二
十
四
日

会
場

。
モ
リ
シ
ア
ホ
ー
ル

＊
市
展
受
賞
者
選
抜
展

十
月
二
十
日
～
十

一
月
二
日

会
場

・
市
庁
舎
展
示
ス
ペ
ー
ス

＊
習
志
野
市
芸
術
文
化
協
会
だ
よ
り

第
六
〇
号
発
行
　
　
九
月

第
六
十

一
号
発
行
　
六
年
二
月

＊
市
民
文
化
祭

十

一
月
四
日
～
十

一
月
二
十
五
日

会
場

・
習
志
野
市
民
ホ
ー
ル

・
モ
リ
シ
ア
ホ
ー
ル

・
サ
ン
ロ
ー
ド
六
階

＊
習
志
野
市
民
ま
つ
り
参
加

＊
視
察
研
修

十

一
月
十
六
日

＊
歳
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

十
二
月
二
日

。
三
日

会
場

。
モ
リ
シ
ア
津
田
沼

一
階

＊
第
四
十
四
回
習
志
野
第
九
演
奏
会

十
二
月
二
十
四
日

＊
新
年
会
員
交
流
会

令
和
六
年

一
月
十
五
日

教
育
功
労
者
顕
彰
　
表
彰
状

習
志
野
市
音
楽
協
会
連
盟

千
葉
工
業
大
学
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会

永
冨
　
伸
男

こ
の
度
、
芸
術
文
化
協
会
よ
り
、

ご
推
薦
を
い
た
だ
き
、
教
育
委
員

会
よ
り
教
育
功
労
者
顕
彰
を
い
た

だ
き
、
身
に
余
る
光
栄
で
ご
ざ
い

ま
す
。
芸
術
文
化
協
会
を
は
じ
め
、
音

楽
協
会
の
皆
様
、
ま
た
、
多
く
の

方
々
の
温
か
い
ご
指
導
の
お
陰
と

心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

千
葉
工
業
大
学
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

Ｏ
Ｂ
会
は
、
母
校
の
同
窓
会
活
動

と
し
て
、
音
楽
協
会
連
盟
の

一
員

と
し
て
、
習
志
野
市
音
楽
活
動
に

参
加
し
て
お
り
ま
す
。

秋
の
文
化
祭
は
、
貴
重
な
発
表

の
場
と
し
て
参
加
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
、
メ
ン
バ
ー
の
交
流
を
深

め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
先
も
、
習
志
野
文
化
ホ
ー

ル
の
再
開
を
目
指
し
て
、
活
動
を

続
け
て
、
合
唱
を
通
じ
て
、
地
域

の
文
化
活
動
の

一
端
を
担

っ
て
い

け
た
ら
幸
い
と
存
じ
ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

教
育
功
労
賞
者
顕
彰
　
感
謝
状

習
志
野
市
美
術
会

副
会
長
　
石
橋
　
一旦

こ
の
度
は
、
習
志
野
市
教
育
委

員
会
功
労
者
顕
彰
を
頂
き
、
身
に

余
る
光
栄
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

習
志
野
市
制
施
行
七
十
周
年
に

当
た
る
今
年
は
、
同
じ
く
私
も
習

志
野
在
住
七
十
年
に
な
り
、
感
慨

深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
私
は
習

志
野
市
美
術
会
創
立
に
携
わ
り
、

今
や
習
志
野
市
美
術
展
も
三
十
回

を
重
ね
ま
し
た
。
市
民
の
作
品
発

表
の
場
と
し
て
担

っ
て
い
る
と
共

に
、
私
も
毎
年
彫
刻
作
品
を
発
表

し
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
芸
術

文
化
協
会
を
は
じ
め
、
諸
先
輩
方

や
多
く
の
方
々
の
温
か
い
ご
指
導

の
お
蔭
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
モ
リ
シ
ア
ホ
ー
ル
で
の
市
展
開

催
も
改
修
の
た
め
今
年
で
幕
を
閉

じ
、
来
年
か
ら
他
会
場
で
の
開
催

に
な
り
ま
す
。
文
化
都
市
習
志
野

の
伝
統
と
発
展
の
た
め
に
も
、
会

員
、
市
民
が
創
作
発
表
、
鑑
賞
で

き
る
場
を
確
保
す
る
こ
と
を
切
に

願

っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
精
進

し
て
参
り
ま
す
の
で
ご
指
導
賜
り

ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

＊
第
四
十
回
芸
術
祭

四
月
四
日

・
五
月
十
九
日

会
場

。
船
橋
市
民
文
化
会
館

四
月
十
二
。十
三
・十
四
日

会
場

。
モ
リ
シ
ア
ホ
ー
ル

四
月
二
十

一
日

会
場

。
習
志
野
市
民
ホ
ー
ル

＊
習
志
野
市
芸
術
文
化
協
会
通
常
総
会

五
月
二
十

一
日

＊
市
展
九
月
十
九
日
～
二
十
九
日

会
場

・
モ
リ
シ
ア
ホ
ー
ル

＊
習
志
野
市
芸
術
文
化
協
会
だ
よ
り

第
六
十
二
号
　
　
　
九
月

第
六
十
二
号
発
行
　
七
年
二
月

＊
市
民
文
化
祭

十

一
月

一
日
～
十

一
月
二
十
四
日

会
場

。
習
志
野
市
民
ホ
ー
ル

・
モ
リ
シ
ア
ホ
ー
ル

・
サ
ン
ロ
ー
ド
六
階

＊
習
志
野
市
民
ま
つ
り
参
加

＊
視
察
研
修

十

一
月
十
五
日

＊
歳
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

十
二
月
七
日

・
八
日

会
場

。
モ
リ
シ
ア
津
田
沼

一
階

＊
第
四
十
五
回
習
志
野
第
九
演
奏
会

十
二
月
十
四
日

＊
新
年
会
員
交
流
会

令
和
七
年

一
月
二
十
日

令
和
六
年
度
事
業
計
画
案

F1

′負″



第 61 号ｎ
′

よだ協文一〓（(3)令和 6年 3月 25日

‘
▼
・
▲
ワ
▲
▼

・
▲
ワ
▲
▼

●
▲
ワ
▲
▼

●
▲
ワ
‘
▼

―
▲
▼
▲
▼
●
▲
▼

▲
▼

●
▲
▼
●
▼

●
▲
）
‘
▼

●
▲
ワ
‘
▼

●
▲
▼
‘
▼

●
▲
）
ら
▼

●
▲
▼

視
察
研
修

令
和
五
年
十

一
月
十
六
日

（木
）

朝
八
時
、
参
加
者
三
十
五
名
を
乗

せ
た
大
型
バ
ス
は
、
市
長
、
教
育

長
の
見
送
り
を
受
け
な
が
ら
市
役

所
前

の
駐
車
場
を
出
発
。
途
中
、

社
内
で
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み

な
が
ら
、　
一
路
、
群
馬
の
富
岡
製

糸
場

へ
。

十

一
時
頃
、
富
岡
製
糸
場
に

到
着
。
ま
ず
製
糸
場

の
建
屋
を

バ
ッ
ク
に
記
念
写
真
。
そ
の
後
二

グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
つ
い
て

一
時
間

ほ
ど
見
学
。
明
治
初
期
に
建
て
ら

れ
た
と
思
え
な
い
ほ
ど
保
存
状
態

が
よ
く
、
ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明
も

わ
か
り
や
す
く
、
明
治
初
期
の
苦

し
い
国
家
財
政
を
絹
製
品
の
輸
出

が
支
え
、
そ
の
後
の
国
家
建
設
の

礎
を
築
い
た
と
い
う
話
や
、
当
時

の
招
聘
フ
ラ
ン
ス
人
技
師
、
女
性

作
業
員
の
厚
遇
ぶ
り
、
特
に
女
性

作
業
員
の
ベ
ラ
ン
ダ
付
き
の
し
ゃ

れ
た
宿
舎
や
、
給
与
が
日
本
人
女

性
作
業
員
の
数
十
倍
だ

っ
た
と
い

う
の
に
は
ビ
ッ
ク
リ
。

こ
の
後
バ
ス
で
少
し
行

っ
た
、

た
ち
ば
な
源
氏
庵
と
い
う
と
こ
ろ

で
昼
食
。
皆
、
和
気
あ
い
あ
い
と

食
事
。
今
回
は
参
加
者
三
十
五
名

中
、
男
性
は
わ
ず
か
五
名
、
後
は

全
て
女
性
だ

っ
た
せ
い
か
華
や
か

な
感
じ
の
昼
食
で
し
た
。

習
志
野
市
芸
術
文
化
協
会
　
監
事
　
白
石
　
治

り
に
習
志
野
市
歌
を
全
員
で
歌

い
、
会
場
が

一
体
に
な
り
ま
し
た
。

総
合
司
会
は
澤
田
副
会
長
、
始

め
に
、
小
笠
原
副
会
長
の
開
会
の

言
葉
で
華
や
か
に
会
は
始
ま
り
ま

し
た
。
中
谷
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
ご

来
賓
の
諏
訪
副
市
長
、
小
熊
教
育

長
の
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
多
忙
の
中
駆
け
つ
け
て
下
さ
っ

た
宮
本
市
長
、
佐
々
木
市
議
会
議

長
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
ご

出
席
の
ご
来
賓
の
皆
様
を
坂
東
監

事
よ
り
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
続

い
て
社
会
福
祉
協
議
会

へ
寄
付
金

の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
習
志
野
文
化
ホ
ー
ル

植
松
理
事
長
に
よ
る
乾
杯
の
ご
発

声
で
お
食
事
、
歓
談
と
な
り
ま
し

た
。
テ
ー
ブ
ル
で
の
間
隔
を
と
る
、

料
理
は

一
人
分
ず

つ
分
け
て
配
膳

す
る
等
、
コ
ロ
ナ
に
配
慮
し
た
宴

に
な
り
ま
し
た
が
、
和
や
か
に
歓

談
で
き
ま
し
た
。

歓
談
の
中
で
宮
川
会
計
よ
り
会

員
紹
介
が
始
ま
る
と
、
全
員
が

一

人

一
人
に
拍
手
で
向
き
合
う
光
景

は
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

普
段
お
会
い
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
他
連
名
の
方
々
と
の
交
流
は
学

ぶ
こ
と
も
多
く
有
意
義
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
お
楽
し
み
の
福
引
き

と
カ
ラ
オ
ケ
で
す
。
役
員
や
会
員

の
方
の
好
意
に
よ
る
景
品
が
並
び

当
選
番
号
が
発
表
さ
れ
る
と
幸
運

を
射
と
め
た
会
員
に
お
祝
い
の
拍

手
が
お
こ
り
ま
し
た
。
カ
ラ
オ
ケ

は
喉
自
慢
の
方
が
次
々
と
登
壇
し
、

そ
の
歌
声
に
拍
手
喝
采
で
し
た
。

ま
た
、
洋
舞
連
盟
の
フ
ラ
ダ

ン
ス

に
魅
了
さ
れ
美
し
さ
に
引
き
込
ま

れ
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
に
楽
し
い
時
間

は
過
ぎ
、
全
員
で
習
志
野
音
頭
を

会
場

一
杯
輪
に
な
っ
て
踊
り
ま
し

た
。
手
ぶ
り
よ
く
上
手
に
踊
る
人
、

見
よ
う
見
ま
ね
で
踊
る
人
、
み
ん
゛

な
違
っ
て
い
い
の
で
す
ね
。

交
流
会
は
親
睦
と
理
解
を
深
め

て
明
日

へ
の
活
力
を
得
る
会
で
も

あ
り
ま
し
た
。
来
年
も
続
き
ま
す

よ
う
に
。

杉
田
副
会
長

の
閉
会

の
挨
拶
で

新
年
会
委
員
交
流
会
は
終
了
致
し

ま
し
た
。

そ
の
後
、
こ
れ
も
バ
ス
で
少
し

の
こ
ん
に
ゃ
く
パ
ー
ク

ヘ
。
こ
こ

は
そ
の
名
の
通
り
、
こ
ん
に
ゃ
く

だ
ら
け
。
普
通
の
こ
ん
に
ゃ
く
か

ら
、
な
ん
で
も
か
ん
で
も

こ
ん

に
ゃ
く
。
よ
く
も
ま
あ
こ
ん
な
に

こ
ん
に
ゃ
く
が
使
わ
れ
て
い
る
も

ん
だ
と
感
心
。
帰
り
に
お
土
産
と

し
て
全
員
に
糸
こ
ん
に
ゃ
く
を
頂

最
後
は
バ
ス
で

一
時
間
ほ
ど

行

っ
た
、
高
崎
市
に
あ
る
群
馬
県

立
歴
史
博
物
館

へ
。
当
初

の
予

定
で
は
す
ぐ
隣
の
県
立
近
代
美
術

館
の
予
定
だ

っ
た
が
、
当
日
体
館

と
の
こ
と
で
急
邊
変
更
。
バ
ス
駐

車
場
か
ら
木
々
に
囲
ま
れ
た
広
い

敷
地
の
中
を
歩
い
て
近
代
美
術
館

を
横
目
に
見
な
が
ら
、
博
物
館

へ
。
中
は
近
郊
の
古
墳
か
ら
出
土

し
た
埴
輪
、
そ
れ
も
国
宝
が
ズ
ラ

リ
。
こ
れ
に
は
び

っ
く
り
。
陶
芸

を
や
っ
て
い
る
私
と
し
て
は
こ
れ

は
儲
け
も
の
、
近
代
美
術
館
よ
り

こ
っ
ち
の
ほ
う
が
よ
か
っ
た
な
ん

て
内
心
思
い
な
が
ら
カ
メ
ラ
に
収

め
な
が
ら
じ
っ
く
り
見
学
。

こ
の
後
、
帰
途
に
就
き
渋
滞
等

の
影
響
も
あ
り
、
少
し
予
定
よ
り

も
遅
れ
た
が
。
無
事
、
市
役
所
駐

車
場
に
到
着
。

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

新
年
会
員
交
流
会

習
志
野
市
華
道
協
会

小
林
　
理
裕

平
成
六
年

一
月
十
五
日

（月
）、

芸
術
文
化
協
会
新
年
会
員
交
流

会
が
今
年
も
ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
タ

ワ
ー
幕
張
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
ス
テ
ー

ジ
は
、
音
楽
協
会
連
盟
の
混
声

。

男
性
合
唱
団

の
美
し

い
ハ
ー
モ

ニ
ー
で
始
ま
り
ま
し
た
。
新
春
を

寿
ぐ

「
一
月

一
日
」
の
歌
、
続
け

て
懐
か
し
い
童
謡
メ
ド
レ
ー
、
そ

し
て
男
性
合
唱
に
よ
る
力
強

い

ハ
ー
モ
ニ
ー
が
響
き
渡
り
、
終
わ
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第 61 号 芸 文 協 だ よ り 令和 6年 3月 25日 (4)

創
立

¨
○
周
年

・
第
五
回

定
期
演
奏
会
を
迎
え
て

習
志
野
混
声
合
唱
団

団
長
　
森
本
　
宗
則

各

団

体

活

動

状

況

習

志

野

混

声

合

唱

団

は
、

二
〇
一
四
年
六
月
に
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
ま
も
な
く

一
〇
周
年
を
迎
え

ま
す
。
四
月
二
十

一
日

（日
）
に
は
第

五
回
目
の
定
期
演
奏
会
を
京
成
青

砥
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
ホ
ー
ル
で
行
い

ま
す
。
是
非
ご
来
聴
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
平
均
す
る
と
二
年
に
一

度
の
割
合
で
演
奏
会
を
行
っ
て
き

た
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
毎
回
多

く
の
お
客
様
に
お
運
び
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
に
改
め
て
心
か
ら
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
団
員
が
ほ
ぼ
半
減
し

て
し
ま
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
う
し
て
満
一〇
歳
、
第
五
回

の
節
目
を
迎
え
ら
れ
る
の
も
、
偏

に
皆
様
の
ご
支
援
の
賜
と
存
じ
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
四
月
の
演
奏
会
で
は
、
四
〇
〇

年
以
上
前
に
作
曲
さ
れ
た
ｗ
。
バ
ー

ド
の

「
四
声
の
ミ
サ
」
と
高
田
三

郎
の

「
マ
リ
ア
の
歌
」
と
い
う
宗

教
色
の
濃
い
作
品
に
加
え
、
東
京

混
声
合
唱
団
愛
唱
曲
集
か
ら
皆
様

お
馴
染
み
の
曲
を
、
そ
し
て
メ
イ
ン

と
し
て
我
が
国
合
唱
曲
の
中
で
も

名
曲
中
の
名
曲
で
あ
る
園
伊
玖
磨
の

「筑
後
川
」
を
演
奏
し
ま
す
。

老
若

（老
々
？
）
寄
り
集
ま
り

の
ア
マ
チ
ュ
ア
合
唱
団
に
と
っ
て
い

ず
れ
も
難
曲
ば
か
り
で
す
が
、
神

尾
昇
先
生
、
マ
グ
ル
ー
ダ
ー
雅
子

先
生
の
熱
心
な
ご
指
導
の
下
、
公

民
館
で
毎
週
練
習
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
人
の
声
と
い
う
の
は
、
強
弱
や

フ
レ
ー
ジ
ン
グ
、
息
遣
い
の
自
在
さ

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
楽
器
の
中
で
最

も
優
れ
た
表
現
力
を
持
つ
楽
器
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り

「言

葉
」
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

男
女
四
つ
の
パ
ー
ト
が
融
け
合

い
、
時
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
、
作

詞
者

。
作
曲
者
が
描
こ
う
と
し
た

世
界
を

「声
」
で
表
現
し
て
い
く
、

そ
う
し
た
合
唱
の
魅
力
を
皆
様
に

お
届
け
で
き
た
ら
、
私
た
ち
団
員
一

同
こ
れ
に
ま
さ
る
幸
せ
は
あ
り
ま

せ
ん
。
常
時
団
員
募
集
中
で
す
。
音
楽

が
好
き
な
方
、
歌
う
こ
と
が
好
き

な
方
、
是
非
ご
一緒
に
歌
い
ま
し
ょ

う
。
ま
ず
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（演
奏
会
情
報

。
団
員
募
集
は

「習

志
野
混
声
合
唱
団
」
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
検
索
く
だ
さ
い
。
）

習志野混声合唱団  第 5回定期演奏会
2024年 4月 21日 (日 )14時 開演 かつしかシンフォニーヒルズ モーツァルトホール
習志野ウインド・オーケス トラ  第 35回定期演奏会
2024年 4月 28日 (日 ) 八千代市市民会館
マンドリンクラブエレガンス  第 42回エレガンス マンドリンコンサー ト
2024年 6月 29日 (土)14時 開演 佐倉ハーモニーホール
習志野フィルハーモニー管弦楽団   第 103回 定期演奏会
2024年 7月 21日 (日 )14時 開演 かつしかシンフォニーヒルズ モーツァルトホール
習志野シティーフィルハーモニック   第 78回定期演奏会
2024年 8月 18日 (日 )14時 開演 千葉市民会館
ウインドミルオーケス トラ   第 50回定期演奏会
2024年 8月 25日 (日 )14時 開演 かつしかシンフォニーヒルズ モーツァルトホール
ちば室内管弦楽団   第 57回定期演奏会
2024年 8月 25日 (日 )14時 開演 千葉市民会館
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第 61 号りよだ協文一串（(5)令和 6年 3月 25日

茶
道
の
楽
し
み

習
志
野
茶
隆
会

代
表
　
内
藤
　
宗
庵

千
利
体
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
た

茶
の
湯
は
、
四
百
年
以
上
に
わ
た

り
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
長
い

歴
史
の
中
で
そ
の
在
り
方
を
模
索

し
な
が
ら
、
時
代
に
あ
っ
た
生
き

た
文
化
と
し
て
今
日
に
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

茶
道
と
い
う
と
細
か
い
作
法
や

礼
儀
が
あ
る
こ
と
か
ら
敷
居
が
高

い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
茶
道

の
根
本
は
、
お
い
し
い
お
茶
を
い

た
だ
き
、
主
客
と
も
に
楽
し
み
、

心
を
通

い
合
わ
せ
る
こ
と
で
す
。

何
も
堅
苦
し
い
こ
と
は
な
く
、
季

節
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
し
つ
ら
え

た
茶
室
の
中
で
、
豊
か
に
な

っ
て

い
く
心
を
感
じ
つ
つ
、
し
き
た
り

や
振
る
舞
い
を
自
然
に
身
に
つ
け

て
い
く
。
古
き
心
を
学
び
生
活
に

活
か
せ
る
よ
う
な
稽
古
を
心
が
け

て
い
ま
す
。

茶
道
に
は
い
く

つ
か
流
派
が
あ

り
ま
す
が
、
茶
隆
会
は
表
千
家
の

お
茶
を
学
ん
で
い
ま
す
。

四
月
の
芸
術
祭
、
十

一
月
の
文

化
祭
に
は
、
お
越
し
い
た
だ
い
た

お
客
様
が
心
温
ま
る
よ
う
な
お
も

て
な
し
が
で
き
る
よ
う
日
々
稽
古

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

光
陰
矢
の
如
し
の
言
葉
通
り
本

当
に
時
の
経

つ
の
は
早
い
も
の
だ

と
実
感
し
て
い
る
昨
今
で
す
。
思

い
起
こ
せ
ば
今
ま
で
の
様
々
な
事

柄
や
状
況
が
走
馬
灯
の
様
に
甦

っ

て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
初
回
を
催

す
に
際
し
て
は
不
安
と
期
待
が
入

り
混
じ
り
、
緊
張
感
で
夜
中
に
眼

を
覚
ま
し
抜
け
落
ち
が
な

い
か

等
、
些
細
な
事
に
気
を
も
ん
で
い

た
こ
と
が
今
で
は
懐
か
し
く
思
い

出
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
も

誰
も
が
不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら

れ
た
新
型

コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
で

す
。
夫
々
の
グ
ル
ー
プ
も
練
習
さ

え
思
う
よ
う
に
出
来
な
い
状
況
に

中
止
と
い
う
選
択
も
当
然
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ

少
し
で
も
明
る
い
笑
顔
と
華
や
か

な
踊
り
を
皆
様
に
届
け
た
い
と
芸

文
協
事
務
局
を
始
め
出
場
者
皆
の

熱
意
と
協
力
で
開
催
に
こ
ぎ

つ
け

ま
し
た
。
考
え
ら
れ
る
万
全
の
対

策
を
施
し
、
結
果
と
し
て
も
感
染

者
を
出
す
こ
と
も
な
く
無
事
に
開

催
出
来
た
事
が
誇
ら
し
く
安
堵
と

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
こ
れ
は
フ
ラ
を
志
す
人
は
誰

し
も
が
耳
に
す
る
「
ア
ロ
ハ
の
心
」

が
出
場
者
全
て
の
方
々
の
心
に
行

き
渡

っ
て
い
た
賜
物
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
ｃ
フ
ラ
に
お
け
る

一
ア

ロ
ハ
の
心
」
と
は
他
の
人
格
を
尊

重
し
思
い
や
り
を
持

っ
て
謙
虚
に

接
す
る
気
持
や
心
遣
い
を
意
味
す

る
言
葉
で
す
。
フ
ラ
だ
か
ら
こ
そ

成
し
遂
げ
ら
れ
た
コ
ロ
ナ
禍
で
の

開
催
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
昨
年

は
習
志
野
文
化
ホ
ー
ル
閉
館
に
伴

い
プ
ラ
ッ
ツ
習
志
野
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
文
化
ホ
ー
ル
に
比

べ
会
場
が
狭
か
っ
た
事
で
出
場
の

方
々
や
観
客
の
皆
様
に
は
窮
屈
な

思
い
を
さ
せ
て
申
し
訳
な
く
心
苦

し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
そ

う
し
た
変
遷
の
中
で
今
年
は
芸
文

協
の
多
大
な
る
計
ら
い
で
船
橋
市

民
文
化
ホ
ー
ル
に
於
い
て
開
催
出

来
る
運
び
と
な
り
ま
す
。
習
志
野

文
化
ホ
ー
ル
に
匹
敵
す
る
舞
台
に

出
場
予
定
者
も
皆
が
ア
ロ
ハ
の
心

を
胸
に
新
た
な
意
気
込
み
で
日
々

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
市
民
の

皆
様
に
は
今
迄
通
り
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願

い
す
る
と
共
に
、

ど
う
か
会
場

へ
足
を
運
ん
で
頂
き

フ
ラ
や

ハ
ワ
イ
ア
ン
の
バ
ン
ド
演

奏
を
存
分
に
楽
し
ん
で
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

鳳
≫
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「ア
ロ
八
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉｎ

習
志
野
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１。
周
年
を
迎
え
て

八
ワ
イ
ア
ン
プ
リ
ー
ズ

草
深
　
千
沙
子
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第 61 号 芸 文 協 だ よ り 令和 6年 3月 25日 (6)

第
四
十
回

芸
術
祭

行
二
争

彙栗

凸閤

船
橋
市
民
文
化
ホ
ー
ル

舞
踊
会

日
舞
サ
ー
ク
ル
連
盟花
柳
　
龍
由

習
志
野
文
化

ホ
ー
ル
の
体
館

に

伴

い
、
今
回

の
舞
踊
会

は
船
橋
市

民
文
化

ホ
ー
ル
で
行
う

こ
と

に
な

り
ま
し
た
。

そ
し
て
本
来
の
芸
術
祭
日
程
よ
り

少
し
早

い
平
日
四
日
の
午
後
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
会
場
、
し
か
も
平
日
と

い
う
こ
と
で
少
々
不
安
も
あ
り
ま
す

が
、
参
加
者

一
同
　
会

に
向

け

て

日
々
稽
古
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
皆
様

の
ご
来
場
を
心

よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

初
心
に
か
え
り

八
ワ
イ
ア
ン
プ
リ
ー
ズ

草
深
　
千
沙
子

芸
術
祭
が
第
４０
回
を
迎
え
る
機

に

「
ア
ロ
ハ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉｎ
習

志
野
」
は
Ю
周
年
と
い
う
記
念
す
べ

き
節
目
を
迎
え
ま
す
。
様
々
な
状
況

変
化
が
あ
っ
た
中
、
芸
術
祭
の

一
翼

を
担
う
ま
で
に
育
て
て
下
さ
っ
た
関

係
各
位
を
始
め
フ
ラ
の
仲
間
達
に
誌

面
を
借
り
て
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
年
始
早
々
か
ら
能
登
半
島
地
震

が
起
き
る
等
悲
し
い
出
来
事
の
幕
開

け
と
な
り
ま
し
た
が
、
新
た
な
舞
台

で
初
心
に
帰
リ
フ
ラ
の
明
る
い
笑
顔

と
華
や
か
な
踊
り
で
皆
様
に
憩

い
の

一
時
を
届
け
よ
う
と
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
ｃ

邦
楽
連
盟琴

・
三
絃

園
麿
友
の
会

第
四
十
回
と
い
う
節
目
の
会
に
出

演
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

今
回
は
邦
楽
に
馴
染
み
の
な
い
方

に
も
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
古
く
か
ら
弾
き
継
が
れ
て
い
る

曲
に
加
え
て
、
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
音
楽
を

演
奏
い
た
し
ま
す
。

聴
き
覚
え
の
あ
る
あ
の
曲
。
ご
来

場
の
方
々
に
口
ず
さ
ん
で
貰
え
る
よ

う
な
演
奏
を
目
指
し
ま
す
。

初
参
加
の
芸
術
祭

ち
ば
室
内
管
弦
楽
団

統
括
　
中
島
　
悦
子

昨
年
、
習
志
野
市
芸
術
文
化
協

会

に
加
盟
し
、
初

め
て
芸
術
祭

に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
、
ち
ば
室

内
管
弦
楽
団
で
す
。

自
主
公
演

で
は
管
弦
楽

の
名
曲

を
取
り
上
げ

て
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
今
回
の
芸
術
祭

で
は
趣
向
を

変
え
て
小
編
成

の
ア
ン
サ
ン
ブ

ル

で
演
奏

い
た
し
ま
す
。
ク
ラ
シ
ッ

ク
と
映
画
音
楽
を
組
み
合
わ
せ
た

プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

同
日
に
出
演
さ
れ
る
他

の
団
体

の
皆
様
や
ご
来
場

い
た
だ
く
皆
様

と
共
に
、
芸
術
祭
を
楽
し
み
た

い

と
思

い
ま
す
。
ご
来
場
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

名
曲
の
楽
し
み

習
志
野
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

団
長
　
山
口
　
憲
次

今
ま
で
な
か
な
か
タ
イ
ミ
ン
グ
が

合
わ
な
く
て
失
礼
し
て
い
た
芸
術
祭

に
今
回
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
現
在
練
習

に
励
ん

で
い
ま

す
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

プ
ラ
ッ
ツ
で
の
公
演
で
す
が
全
員

参
加
に
し
て

一
度
に
は
乗
り
切
れ
な

い
の
で
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て

交
代
で
ス
テ
ー
ジ
に
立
た
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
ポ
ピ

ュ
ラ
ー

な
名
曲
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
よ

う
選
曲
し
ま
し
た
。

若
手
団
員
の
ソ
ロ
に
よ
る
モ
ー
ツ

ア
ル
ト
の
フ
ァ
ゴ

ッ
ト
協
奏
曲
も
あ

り
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

春
の
祭
典
邦
楽
演
奏

習
志
野
市
三
曲
協
会

会
長
　
是
木
　
修
韻

芸
術
祭

に
参
加
さ
せ
て
頂
け
ま

す
事
、
大
変
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。

三
曲
協
会

の
先
鋭

メ

ン
バ
ー
で
二

曲
演
奏

い
た
し
ま
す
。
北
海
民
謡

調
は
リ
ズ

ム
の
あ

る
そ
う
ら
ん
節

と
哀
愁
の
あ
る
追
分
節
か
ら
な
り
、

北

海
情

調

を
満
喫

し

て
下

さ

い
。

夕
顔

は
江
戸
時
代

に
作
曲
さ
れ
た

三
曲
合
奏

の
原
点
、
古
曲

の
名
作

で
す
。
源
氏
物
語

の
夕
顔

の
巻

で

す
。
夕
顔

の
花

の
咲
き
乱

れ
る
庭

に
住
む
、
高
貴
な
身
分

の
女
性

に

は
無

い
、

ひ

っ
そ
り
と
し
た
娘

の

魅
力

に
と
り

つ
か
れ
た
光
源
氏

の

恋

の
物
語
と
悲
劇
を
歌

っ
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
下
さ
い
。

習
美
会

中
谷
　
時
男

世
界
的
に
変
動
の
中
、
安
心
し
て

創
作
活
動
が
出
来
る
事
に
感
謝
し
つ
、

制
作
し
た
作
品
を
展
示
致
し
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
と
ご
高
覧
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

切
手
展

習
志
野
郵
趣
会

檜
垣
　
廣
政

花
切
手
の
元
祖
的
存
在
で
あ
る
昭

和
三
十
六

（
一
九
六

一
）
年

「
花

シ
リ
ー
ズ
」
以
降
、
昭
和
五
十
九

（
一
九
八
四
）
年

「高
山
植
物
シ
リ
ー

ズ
」
、普
通
切
手

「動
植
物
シ
リ
ー
ズ
ー

日
本
の
自
然
シ
リ
ー
ズ
」
の

一
部
、

そ
の
後
ご
当
地
発
売

「
ふ
る
さ
と
切

手
」
に
花
を
題
材
と
し
た
花
切
手
の

発
行
が
全
国
各
地
で
続
い
て
い
る
。

使
用
さ
れ
た
消
印

（
初

日
印
）

の
図
柄
に
も
楽
し
め
る
よ
う

「
初

日
カ
バ
ー
」

で
の
展
示
と
し
ま
し

た
が
、

こ
こ
に
は
日
本
全
国
の
花

が
満
開
で
す
。

陶
芸
展

習
陶
会

原
　
信
武

習
陶
会
は
、
本
年
創
立
五
十
周
年

の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

陶
芸
の
技
術
や
知
識
を
共
有
し
、

初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で
、
幅
広
い

レ
ベ
ル
の
メ
ン
バ
ー
が
在
籍
し
て
お

り
、
メ
ン
バ
ー
同
士
の
交
流
も
大
切

に
し
、
作
陶
に
励
ん
で
い
ま
す
。

今
回
も
個
性
豊
か
な
作
品
を
展

示
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
陶
芸
を
通
じ
て
地
域
の
芸
術

活
動
の

一
翼
を
担
う
こ
と
を
目
指
し

て
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
展
示
や

演
奏
△
==

絵
画
展

プ
ラ
ッ
ツ
習
志
野
市
民
ホ
ー
ル

モ
リ
シ
ア
ホ
ー
ル
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春
、
歳
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
な

ど
も
積
極
的
に
行

っ
て
お
り
、
同
時

開
催

の
、
春

の
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
で
個
性
豊
か
な
作
品
を
、
展
示

販
売
し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

書
道
展

書
道
連
盟

吉
原
　
豪
堂

サ
ー
ク
ル
を
終
え
た
年
配

の
人

達
が
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
楽
し

そ
う
に
帰

っ
て
行
き
ま
す
。

様
ざ
ま
な
文
化
を
学
び
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
し
、
仲
間
と
の
お

し
ゃ
べ
り
は
ど
ん
な
に
か
楽
し

い

の
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
姿
を
見
て

い
る
と
、

こ
ち
ら
ま
で
心
が
温
か

く
な
り
ま
す
。

そ
の
人
達

の
発
表

の
場
と
し
て

の
芸
術
祭
も
そ

の

一
翼
を
担

い
、

学
ぶ
人

の
向
上
の
場
と
し
て
充
実

し
た
場
所
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

指
導
す
る
人
の
向
上
は
尚
更

の

事
と
思

っ
て
い
ま
す
の
で
絶
え
ず

自
分
に
厳
し
く
努
力
を
し
て
行
き

た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

華
道
展

習
志
野
市
華
道
協
会
小
笠
原
　
仁
仙

昨
年
五
月
の

「五
類
感
染
症
」
移

行
に
伴
い
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関

し
て
は
共
存
の
道
が
見
え
、
文
化
活

動
も
各
々
力
強
く
歩
み
出
し
て
お
り

ま
す
。
当
協
会
も
出
併
者

一
同
、
花
の
心

に
寄
り
添
い
な
が
ら
生
け
込
み
ま
し

た
花
々
を
通
し
、
日
本
の
四
季
の
中

に
息
づ
い
て
い
る
文
化
を
お
感
じ
取

り
い
た
だ
け
れ
ば
幸
で
す
。

流
派

の
特
徴
を
生
か
し
た
作
品

で
、
皆
様
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

茶
席

へ
の
お
誘
い

習
志
野
市
茶
道
協
会楠
川
　
宗
尚

習
志
野
市
茶
道
協
会
は
、
茶
道

文
化

の
普
及
を
願

い
芸
術
祭

。
文

化
祭

で
の
茶
席
を
始
め
、
年
八
回

の
日
曜
茶
会
、
年

一
回

の
春
又
は

秋

の
茶
会
、
習
志
野
市
伝
統
文
化

こ
ど
も
教
室

の
開
校
な
ど
、
会
員

一
同
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
季

節

の
花
を
愛

で
、
美
味
し

い
お
茶

と
お
菓
子
を
味
わ

い
、
そ
の
時
ど

き
の
お
軸
や
道
具
な
ど
を
鑑
賞
し

な
が
ら
豊
か
な
時
間
を
感
じ
て
頂

け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

四
月

の
芸
術
祭

へ
の
参
加

は
、

年
度
初
め
の
茶
会
に
な
り
ま
す
の

で
多
く
の
皆
様
に
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
て
頂
き
た
く
、
御
案
内

申
し
上
げ
ま
す
。

枝
折
戸
を
開
き
茶
席

ヘ

習
志
野
茶
隆
会

内
藤
　
宗
庵

令
和
二
年
の
春
か
ら
約
二
年
に
わ

た
り
茶
の
湯
に
お
い
て
も
不
自
由
な

状
況
が
続
き
ま
し
た
。
茶
の
心
、
も

て
な
し
の
心
と
は
何
か
を
見

つ
め
直

す
時
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。
新
型

コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
感
染

症
に
変
更
に
な
り
、
よ
う
や
く
本
来

の
稽
古
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
人
と
人
と
が
対
面
す
る
喜
び
を

改
め
て
感
じ
て
お
り
ま
す
。

今
回

の
芸
術
祭

に
も

モ
リ

シ
ア

ホ
ー
ル
に
於
い
て
お
茶
を
差
し
上
げ

る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
床
を

つ
く
り
、
畳
を
敷
き
、
茶
室
に
似
た

空
間
を
設
け
、
皆
様
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
た

い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

当
日
は
、
衛
生
管
理
に
十
分
留
意
し
、

季
節
の
お
菓
子
と
お
茶
を
ご
用
意
し

て
、
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

③

≪z磨1鹿月文″ォ_ル≫       T,相 市
■'4月 4日 (木)15:00～ 18:00
日舞サークル舞踊会  入場無料

■15月 19日 (日)12:00～16:00
アロハフェスティバル in習志野 入場料300円

≦墓乙22型笙峯置菫堕雹ξZ生
=:∠

`乙

】≧L入場料無料
脅 4月 21日 (日)13:00～ 16:00
春の祭典2024(ちば室内管弦楽団0習志野市三曲協会

習志野市制施行 70周年記念

習志野市芸術文化協会

第40回

機

グ″省|
同時開催

13日 (土 )・ 14日 (日 )

習陶会

チャリティーバザー

モリシア1階

琴・三絃園麿友の会・習志野フィメ″ ―ヽモニー管弦楽団)

≪ぞグシリア||ガ∵―‐ノン≫ 入場無料
脅 4月 12日 (金)～14日 (日)10:00～17:00(初日13:00か ら′最終日16:00まで)
絵画展 書道展 蒐集展(切手)陶芸展 華道展 和紙ちぎり絵展
茶 道 (お茶席400円 13日習志野市茶道協会 14日習志野茶隆会) 」′

___J″ ″
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令
和
五
年
度
市
民
文
化
祭
を
終
え
て

習
志
野
市
民
音
楽
祭
を
終
え
て

音
楽
協
会
運
盟

佐
久
間
　
泰
宏

本
年
度
の
習
志
野
市
民
音
楽
祭
は

昨
年
十

一
月
四
日
０
に
プ
ラ
ッ
ツ
習

志
野
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
は
習
志
野
文
化
ホ
ー
ル

に
お
い
て
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、

体
館
に
伴
い
本
年
度
は
会
場
を
移
し

て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
ス
テ
ー

ジ
の
広
さ
の
制
約
な
ど
か
ら
参
加
団

体
が
昨
年
よ
り
減
少
し
ま
し
た
が
、

オ
カ
リ
ナ

。
吹
奏
楽
な
ど
器
楽
演
奏

か
ら
、
女
声

。
男
声

。
混
声
合
唱
ま

で
合
計
九
団
体
が
日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

開
演
時
に
は
習
志
野
市
長
お
よ
び

市
議
会
議
長
よ
リ
ス
テ
ー
ジ
上
か
ら

出
演
者
並
び
に
会
場
の
皆
様
に
向
け

て
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
体
憩
を
は

さ
ん
で
約
二
時
間
半
の
音
楽
祭
と
な

り
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
の
習
志
野
文
化
ホ
ー
ル

で
は
、
舞
台
の
緞
帳
が
上
が
る
と
す

ぐ
に
数
十
名
で
演
奏
さ
れ
て
い
た

マ

ン
ド
リ
ン
を
は
じ
め
、
人
数
が
多

い

団
体
が
今
回
参
加
で
き
な
か

っ
た
こ

と
は
今
後
の
課
題
と
し
て
、
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
だ
だ

い
ぶ
先

の
こ
と
で
す
が
、

新
し
い
市
民
文
化
ホ
ー
ル
で
の
市
民

音
楽
祭
の
開
催
を
期
待
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

最
後
に
、
市
民
音
楽
祭
の
開
催
に

際
し
前
回
ま

で
と
異
な

る
会
場
と

な

っ
た
プ
ラ
ッ
ツ
習
志
野
と
の
調
整

そ
の
他
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
習
志
野
市
芸
術
文
化
協
会
お
よ
び

習
志
野
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
部

の
皆
様
に
紙
面
を
お
借
り
し
て
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

習
志
野
短
歌
会

∧
枕
詞
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
∨

ぬ
ば
た
ま
の
夜
腹
道
ひ
て
日
記

を
書
く
出
会
ひ
し
人
の
名
前
た

れ
か
れ

藤
野
　
宏
子

夏
草
の
深
き
眠
り
の
そ
の
ま
ま

に
叔
母
逝
き
給
う
葉
書
届
き
ぬ

中
村
　
ひ
ろ
子

た
ま
き
は
る
命
を
か
け
て
弾
く

ピ
ア
ノ
青
木
智
哉

の
デ

ィ
ズ

ニ
ー
の
世
界

石
井
　
喜
久
江

亡
き
人
の
声
懐
か
し
き
墓
参
り

夏
こ
ろ
も
う
す
く
蝉
の
声
聞
く

山
田
　
澤
子

熱
発
の
わ
れ
の
求
め
に
自
桃
を

む
く
わ
か
く
さ
の
夫
た
ど
た
ど

し

吉
村
　
咲
子

道
の
駅

「紅
こ
ま
ち
の
郷
」
さ

に
つ
ら
ふ
を
と
め
と
思
ふ
紅
さ

つ
ま
い
も

石
井
　
雅
子

あ
し
が
き
の
吉
野
の
山
の
花
を

見
し
か
の
日
も
友
も
み
な
み
な

お
ば
ろ

石
井
　
由
美
子

清
丹
よ
し
出
張
し
た
る
子
い
ま

ご
ろ
は
庚
申
さ
ん
の
揺
れ
る
奈

良
町

森
　
み
ず
え

習
志
野
市
市
民
文
化
祭

第
四
十
二
回

短
歌
大
会
互
選
賞

第

一
位
黒
岡
　
美
江
子
さ
ん

（佐
倉
）

手
擦
れ
せ
し
聖
書
を
持
ち
て
片

肺
の
父
は
じ
づ
か
に
入
院
し
た

り

第
二
位
石
井
　
雅
子
さ
ん

（習
志
野
）

ふ
る
さ
と
の
海
鳴
り
に
似
て
最

終
の
上
り
電
車
の
音
が
聞
こ
え

る

第
三
位
近
藤
　
ク

ニ
さ
ん

（千
葉
）

い
い
こ
と
だ
け
あ

っ
た
わ
け
で

は
な
い
け
れ
ど
い
い
こ
と
だ
け

が
こ
こ
ろ
に
の
こ
る

第
三
位
藤
井
　
京
子
さ
ん

（八
千
代
）

触
る
る
花
み
な
小
さ
く
て
蜆
蝶

萩
の
こ
ぼ
る
る
野
を
越
え
て
ゆ

第
四
位
高
谷
　
芳
子
さ
ん

（習
志
野
）

四
斗
樽
に
自
菜
漬
け
し
若
き
日

よ
今
日

一
皿
の
漬
物
を
買
う

第
五
位
石
井
　
由
美
子
さ
ん

（習
志
野
）

少
し
づ

つ
思
考
の
範
囲
狭
ま
れ

る
夫
の
い
ら
だ
ち
、
わ
れ
の
と

ま
ど
ひ

田

目

口

団

コ
ロ
ナ
が
よ
う
や
く
下
火
に
な
り
日
本

中
の
い
ろ
ん
な
活
動
が
以
前
通
り
に
動
き

始
め
た
感
が
あ
り
ま
す
。

今
年
は
ま
た
年
明
け
か
ら
、
北
陸
の
大

地
震
が
あ
り
、
毎
日
、
心
の
痛
む
映
像
が

流
れ
て
い
ま
す
。
日
常
の
普
段
の
生
活
が

送
れ
る
と
い
う
こ
と
が
ど
ん
な
に
感
謝
す

べ
き
こ
と
な
の
か
し
み
じ
み
感
じ
て
い
る

毎
日
で
す
。

一
日

一
日
の
時
間
を
大
切
に
し
な
く
て

は
と
改
め
て
思
い
ま
す
。

こ
の
お
便
り
が
出
る
頃
に
は
少
し
地
震

の
あ
と
も
落
ち
着
い
て
い
る
こ
と
を
願
わ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
（森
　
み
ず
え
）

習
志
野
市
芸
術
文
化
協
会
事
務
所

〒
二
七
五
―
○
〇
二
六

習
志
野
市
谷
津

一
―

一
六
―

一

習
志
野
文
化
ホ
ー
ル
内

０
＆
朧

〇
四
七

（四
七
五
）
六
八
二

一

事
務
局
だ

り

こ
の
度
の
能
登
半
島
地
震
で
被
災

さ
れ
た
方
々
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
芸
術
祭
は
第
四
十
回
を
迎

え
ま
す
。
今
年
も
文
化
の
祭
典
を
皆

様
と
ご
一
緒
に
実
施
で
き
る
こ
と
に

感
謝
し
、
会
員
の
皆
様
の
発
表
を
支

え
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
開
催
会

場
は
プ
ラ
ッ
ツ
習
志
野
市
民
ホ
ー
ル
、

モ
リ
シ
ア
ホ
ー
ル
、
船
橋
市
民
文
化

ホ
ー
ル
の
三
か
所
に
て
実
施
さ
れ
ま

す
。
日
に
ち
も
異
な
っ
て
い
ま
す
の
で

確
認
の
上
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
多
く

の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
尚
、
芸
文
協
の
事
務
所
は
令
和
六

年
度
も
引
き
続
き
習
志
野
文
化
ホ
ー

ル
内
と
な
り
ま
す
。

（三
戸
　
良
子
）


